
生活生活生活生活とととと地域地域地域地域をををを支支支支えるえるえるえる

情報情報情報情報・・・・エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー・・・・モビリティモビリティモビリティモビリティのありのありのありのあり方方方方

平成平成平成平成23年年年年9月月月月6日日日日

特定非営利活動法人特定非営利活動法人特定非営利活動法人特定非営利活動法人 ITS Japan 
専務理事専務理事専務理事専務理事 天野天野天野天野 肇肇肇肇



路側施設路側施設路側施設路側施設にににに依存依存依存依存しないしないしないしないシステムシステムシステムシステム

路側感知器路側感知器路側感知器路側感知器データデータデータデータ

プローブデータプローブデータプローブデータプローブデータ

出典：パイオニア

東京都心部東京都心部東京都心部東京都心部

東京都心部東京都心部東京都心部東京都心部

交通管制交通管制交通管制交通管制センターセンターセンターセンター

GPS

位置位置位置位置

時刻時刻時刻時刻

交通情報交通情報交通情報交通情報

従来従来従来従来のののの交通情報交通情報交通情報交通情報システムシステムシステムシステム

プローブシステムプローブシステムプローブシステムプローブシステム
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東日本大震災東日本大震災東日本大震災東日本大震災にににに対応対応対応対応したしたしたした情報提供情報提供情報提供情報提供

民間民間民間民間プローブプローブプローブプローブ情報情報情報情報

上図は3月20日時点

提供元：国土交通省

交通規制情報交通規制情報交通規制情報交通規制情報

前日0時から24時までの通行実績（上図は3月20日分）

提供元: ホンダ、パイオニア、トヨタ、日産
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東日本大震災東日本大震災東日本大震災東日本大震災 通行実績通行実績通行実績通行実績＋＋＋＋通行止通行止通行止通行止
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災害発生後災害発生後災害発生後災害発生後のののの段階段階段階段階にににに応応応応じたじたじたじた情報提供情報提供情報提供情報提供

・ 避難支援

・ 救助・救援

・ 避難生活支援

情報収集情報収集情報収集情報収集・・・・提供提供提供提供のののの課題課題課題課題

・ 情報の共有

・ 情報の相互利用

避難指示、避難場所・ルート、車の利用可否

通行可能ルート、通行止め・規制

多様なニーズに即応した支援

分散した情報の開示と集約

統合利用可能な構造的した基盤化

情報提供情報提供情報提供情報提供ののののニーズニーズニーズニーズとととと課題課題課題課題

5

・ 情報の伝達 公的機関の体制整備と民間・個人の活用



出典：国土交通省「高速道路のあり方検討有識者委員会」資料

日本日本日本日本のののの道路道路道路道路のののの総延長総延長総延長総延長とととと交通情報交通情報交通情報交通情報

6

情報情報情報情報のののの収集収集収集収集・・・・配信配信配信配信のののの対象対象対象対象

幹線道路幹線道路幹線道路幹線道路のののの約約約約21%21%21%21%

（（（（全道路全道路全道路全道路のののの7%7%7%7%弱弱弱弱））））

道路総延長道路総延長道路総延長道路総延長

全道路全道路全道路全道路 約約約約120120120120万万万万kmkmkmkm

幹線道路幹線道路幹線道路幹線道路 約約約約39393939万万万万kmkmkmkm



7

宮城県沿岸部宮城県沿岸部宮城県沿岸部宮城県沿岸部のののの交通情報交通情報交通情報交通情報

資料提供：住友電気工業株式会社

路側感知器路側感知器路側感知器路側感知器データデータデータデータ
プローブデータプローブデータプローブデータプローブデータ



公共機関公共機関公共機関公共機関とととと民間事業者民間事業者民間事業者民間事業者のののの交通情報共有交通情報共有交通情報共有交通情報共有

交通情報相互利用基盤交通情報相互利用基盤交通情報相互利用基盤交通情報相互利用基盤

民間事業者民間事業者民間事業者民間事業者

マイカーマイカーマイカーマイカー・・・・プローブプローブプローブプローブ
公共事業者公共事業者公共事業者公共事業者

B

A

タクシータクシータクシータクシー事業者事業者事業者事業者

運送事業者運送事業者運送事業者運送事業者

バスバスバスバス事業者事業者事業者事業者

情報収集情報収集情報収集情報収集

付加価値付加価値付加価値付加価値サービスサービスサービスサービス提供提供提供提供

インターネットインターネットインターネットインターネット

携帯電話携帯電話携帯電話携帯電話

道路管理者道路管理者道路管理者道路管理者

交通管理者交通管理者交通管理者交通管理者

C

放送放送放送放送

8



9

災害関連情報災害関連情報災害関連情報災害関連情報のののの所在所在所在所在とととと共有共有共有共有

気象庁

道路

管理者

道路

管理者

道路交通

公共インフラ情報気象情報

降雨

強風

地震

土砂

道路

運輸事業者

公共交通

消防

警察災害対応災害対応災害対応災害対応のののの主体主体主体主体：：：：市町村長市町村長市町村長市町村長

避難指示、消防、水防、救助、その他災害発生

の防禦、災害拡大の防止 （災害対策基本法）

交通情報センター

交通情報

河川 港湾 空港

河川

管理者

港湾

管理者

空港

管理者

観測機器

施設

気象

交通流

観測機器

管理装置

施設

気象

水位

観測機器

管理装置

施設

気象

潮位

観測機器

管理装置

施設

気象

運行

観測機器

管理装置

交通

管理者

車両感知器

管制機器

施設

気象

運行

観測機器

渋滞・事故など

自衛隊



東北地方整備局

岩手県

宮城県 福島県

国土地理院：東北地方道路規制情報 災害情報集約マップ 通行実績マップに表示

NEXCO東日本

情報相互利用情報相互利用情報相互利用情報相互利用のののの課題課題課題課題：：：： フォーマットフォーマットフォーマットフォーマットのののの統一統一統一統一
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道路交通関連情報基盤道路交通関連情報基盤道路交通関連情報基盤道路交通関連情報基盤のののの構築構築構築構築

道路道路道路道路のののの区間区間区間区間IDIDIDID方式方式方式方式

11



情報伝達情報伝達情報伝達情報伝達のののの課題課題課題課題

12

交通規制
通行止

プローブ
感知器

津波地震地域情報

放送緊急地震速報TelematicsVICS

交通情報センタ

（カーナビ） （会員向けサービス） （携帯電話） （テレビ・ラジオ）



既存既存既存既存のののの情報伝達手段情報伝達手段情報伝達手段情報伝達手段とととと課題課題課題課題

カーナビカーナビカーナビカーナビへのへのへのへの緊急情報配信緊急情報配信緊急情報配信緊急情報配信 携帯電話携帯電話携帯電話携帯電話へのへのへのへの緊急情報配信緊急情報配信緊急情報配信緊急情報配信

・ 国や自治体が市町村単位で個別の情報を配信

・ ほとんど全ての携帯電話8.4秒以内に受信可能

・ 通信混雑の影響を受けず常時受信可能

・ 交通情報センターから地域単位で配信

・ ほとんど全てのカーナビで受信可能

・ FM放送への情報重畳で送信

・・・・ 高速道路高速道路高速道路高速道路ではではではでは自動自動自動自動メッセージメッセージメッセージメッセージをををを送信送信送信送信

・・・・ 一般道一般道一般道一般道ではではではでは管制管制管制管制システムシステムシステムシステムがががが被災被災被災被災

・・・・ きめきめきめきめ細細細細かなかなかなかな情報提供情報提供情報提供情報提供はははは不可不可不可不可

・・・・ 気象庁気象庁気象庁気象庁からからからから緊急地震速報緊急地震速報緊急地震速報緊急地震速報をををを自動送信自動送信自動送信自動送信

・・・・ 震災時点震災時点震災時点震災時点でででで自治体自治体自治体自治体のののの運用体制運用体制運用体制運用体制がががが

未整備未整備未整備未整備だったためだったためだったためだったため活用活用活用活用されずされずされずされず

13

出典： NTTドコモ出典： 国土交通省

課題課題課題課題 課題課題課題課題



前日に通行実績のあった道路を青、なかった道路

を灰色で表示

避難所の名簿写真を写真で掲示。パーソンファイ

ンダーに転載も

避難所の住所や収容人数、炊き出しの場所など

を現地からの情報をもとに掲載

ＴＢＳなどと連携し動画共有サイトに被災者のメッ

セージを集約

名 称

グーグルグーグルグーグルグーグル日本法人日本法人日本法人日本法人、、、、２２２２時間時間時間時間でででで災害災害災害災害サイトサイトサイトサイト

出典：日本経済新聞 2011年4月3日 朝刊 企業面

安否情報を簡単に検索・登録でき、60万件を超え

る情報集める

自動車・通行実績

情報マップ

避難所名簿

共有サービス

避難所・

生活情報配信

ユーチューブ

消息情報チャンネル

パーソンファインダー

内 容

個人発個人発個人発個人発のののの情報情報情報情報をつなぐをつなぐをつなぐをつなぐプラットフォームプラットフォームプラットフォームプラットフォーム
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情報情報情報情報システムシステムシステムシステムのののの構造変化構造変化構造変化構造変化

固いシステム

提供者の社会的責任

従来型：公的機関など

(交通管制システムなど)

柔らかいシステム

利用者の自己責任

トレンド：個人向け・参加型

(投稿サイト、ツイッターなど)

遅い

合意形成・技術検証

早い

問題あれば撤退

対応能力の限界

社会変化

膨大な情報

きめ細かなサービス

信頼性・信憑性の確保

デジタルディバイド対策

使えない・判断できない

悪意の利用阻止

専用システム

機器・組織

事業者

プラットフォーム

利用者

情報、アプリケーション

新技術

新サービス

信頼性

プライバシー

構造

課題

15



オープン・プラットフォーム（Googleなど）

− 書き込み情報の共有 −

個

人

個

人

個

人

個

人

個

人

（パソコン、携帯電話、スマートフォン）

柔柔柔柔らかいらかいらかいらかい情報共有情報共有情報共有情報共有システムシステムシステムシステム

交通関連情報共有基盤

交通規制通行止プローブ感知器

津波地震地域情報

放送緊急速報TelematicsVICS

（カーナビ） （会員サービス） （携帯電話） （テレビ・ラジオ）

固固固固いいいい情報共有情報共有情報共有情報共有システムシステムシステムシステム

情報収集情報収集情報収集情報収集・・・・提供提供提供提供システムシステムシステムシステム構築構築構築構築のののの取組取組取組取組みみみみ

道路情報共通基盤化道路情報共通基盤化道路情報共通基盤化道路情報共通基盤化

（（（（道路道路道路道路IDIDIDIDによるによるによるによる関連情報関連情報関連情報関連情報のののの参照方式統一参照方式統一参照方式統一参照方式統一））））

災害時災害時災害時災害時////平常時平常時平常時平常時ハイブリッドハイブリッドハイブリッドハイブリッド情報情報情報情報システムシステムシステムシステム

交通情報交通情報交通情報交通情報のののの共通基盤構築共通基盤構築共通基盤構築共通基盤構築

（（（（感知器感知器感知器感知器データデータデータデータととととプローブデータプローブデータプローブデータプローブデータのののの相互利用相互利用相互利用相互利用））））
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自治体自治体自治体自治体のののの情報拠点情報拠点情報拠点情報拠点のののの整備整備整備整備とととと広域連携広域連携広域連携広域連携

１１１１．．．．地域地域地域地域にににに根根根根ざしたざしたざしたざした情報拠点情報拠点情報拠点情報拠点

・ 公的機関が保有する情報の開示と活用促進

自治体の情報拠点づくりと広域連携体制づくり支援

国の明確な意思と安全に活用するためのシステム開発

２２２２．．．．民間情報民間情報民間情報民間情報のののの活用活用活用活用とととと携帯端末携帯端末携帯端末携帯端末サービスサービスサービスサービスとのとのとのとの連携連携連携連携

・情報の信頼性確保や悪用防止のための技術開発・運用の仕組み整備

情報化社会の基盤として国の研究開発リソースの重点配分

17

３３３３．．．．平常時平常時平常時平常時とととと災害時災害時災害時災害時ののののハイブリッドハイブリッドハイブリッドハイブリッド

・生活用品流通の仕組みの支援物資の調達・輸配送への活用

・災害協定などの枠組み整備と訓練

大規模イベントや防災訓練を利用した定期的訓練運用

POS端末やネット販売の情報システムの災害時転用

情報共有の内容や条件の明確化と課題解決

・住民サービスや商用サービスの情報提供システムの活用



自治体自治体自治体自治体のののの情報拠点情報拠点情報拠点情報拠点
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気象庁

道路

管理者

公共交通

事業者

地方自治体地方自治体地方自治体地方自治体

交通情報

センター

河川

管理者

港湾

管理者

空港

管理者

民間情報民間情報民間情報民間情報

サービスサービスサービスサービス

市民市民市民市民

放送放送放送放送

エリアメールエリアメールエリアメールエリアメール 防災放送防災放送防災放送防災放送

スマートフォンスマートフォンスマートフォンスマートフォン

タブレットタブレットタブレットタブレット端末端末端末端末

流通流通流通流通

事業者事業者事業者事業者

アクセスアクセスアクセスアクセス

管理管理管理管理

情報提供

救援物資

発注

情報提供

情報発信

カーナビカーナビカーナビカーナビ

VICSVICSVICSVICS

センターセンターセンターセンター



災害時災害時災害時災害時／／／／平常時平常時平常時平常時ハイブリッドハイブリッドハイブリッドハイブリッド情報情報情報情報システムシステムシステムシステム

災害時災害時災害時災害時／／／／平常時平常時平常時平常時

ハイブリッドハイブリッドハイブリッドハイブリッド

情報情報情報情報システムシステムシステムシステム
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3. モビリティー

2. エネルギー

1. 情報通信

自動車が寄与した機能

-自立したエネルギー供給
-情報通信端末

社会システムで考慮すべき点

-自立分散化
-冗長性確保
-地域拠点と広域連携

情報端末 情報通信 電源供給

20

避難生活避難生活避難生活避難生活をををを支支支支えるえるえるえる機能機能機能機能



自動車自動車自動車自動車のののの電動化電動化電動化電動化とととと電力需給電力需給電力需給電力需給システムシステムシステムシステムのののの進化進化進化進化

･ 通勤･買物など 日常運転は電動化の傾向

･ 家庭､オフィスと併せた 地域電力需要の管理

･ 太陽光など域内発電の活用（地産地消化）

燃料電池バス

太陽電池太陽電池太陽電池太陽電池パネルパネルパネルパネル
太陽電池太陽電池太陽電池太陽電池パネルパネルパネルパネル

蓄
電

蓄
電

水素供給

・電力需給バランスの調整

・水素の製造 天然ガス改質

石油改質

水の電気分解

エネルギーマネジメント センター

オフィス

家庭

出典: 産業競争力懇談会 21
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まとめまとめまとめまとめ

・課題： 既存の情報やシステムも活用できなかった

地域に根ざしたきめ細かな仕組みの構築が必要

・環境変化： 情報通信ネットワーク社会の進展

自動車の電動化と電力需給システムの進化

・災害時専用システムでなく、日常システムの強化

東日本大震災東日本大震災東日本大震災東日本大震災へのへのへのへの対応対応対応対応からのからのからのからの教訓教訓教訓教訓

・情報収集： 多様な組織が保有する情報の相互利用

・情報基盤化：フォーマットの統一と流通の仕組み作り

（分散型ネットワークによる情報共有）

・情報の活用：公的サービスと利用者参加型サービスの調和

今後今後今後今後のありのありのありのあり方方方方のののの提案提案提案提案（（（（ITSITSITSITS情報情報情報情報システムシステムシステムシステムのののの観点観点観点観点））））

地域地域地域地域にににに根根根根ざしたざしたざしたざした情報拠点情報拠点情報拠点情報拠点づくりとづくりとづくりとづくりと広域連携広域連携広域連携広域連携のののの体制整備体制整備体制整備体制整備


